
　

順位 勝点 試合 勝 分 負 得 失

1 38 15 12 2 1 63 18

2 34 15 11 1 3 46 26

3 26 15 8 2 5 29 19

4 15 15 4 3 8 23 38

5 8 15 2 2 11 10 36

6 8 15 2 2 11 14 48

1 43 -42

20 14 6

6 アギラス神戸 0 6 0 0 6

15 10 5

5 静岡産業大学磐田ボニータ 6 6 2 0 4

10 10 0

4 ジュブリーレ鹿児島 7 6 2 1 3

20 7 13

3 バニーズ京都 10 6 3 1 2

22 5 17

2 スペランツァＦ．Ｃ．高槻 15 6 5 0 1

得 失 得失点差

1 ＦＣ高梁　吉備国際大学 15 6 5 0 1

会場

スフィーダ世田谷ＦＣ　試合日程・結果

２０１１　ＷＥＳＴリーグランキング　※第６節終了時点

順位 チーム 勝点 試合数 勝 分 負

江戸川陸上競技場

大井ふ頭中央海浜公園スポーツの森第二球技場

御殿場高原時之栖Ａグラウンド

西が丘サッカー場

日本体育大学横浜健志台キャンパスサッカーＧ

赤羽スポーツの森公園競技場

２０１０ ＥＡＳＴ　リーグランキング

常盤木学園高等学校

-14

宮城県サッカー場Ａグラウンド

対戦相手

世田谷区世田谷公園

御殿場高原時之栖Ａグラウンド

駒沢オリンピック公園陸上競技場

日本体育大学横浜健志台キャンパスサッカーＧ

未定

南長野運動公園総合球技場

世田谷区世田谷公園

札幌サッカーアミューズメントパーク

常盤木学園高等学校

ＡＣ長野パルセイロレディース

ＪＦＡアカデミー福島

ノルディーア北海道

日本体育大学女子サッカー部

常盤木学園高等学校

未定

３－０

キックオフ

ＡＣ長野パルセイロレディース

ＪＦＡアカデミー福島

ノルディーア北海道

日本体育大学女子サッカー部

常盤木学園高等学校

ＡＣ長野パルセイロレディース

ＪＦＡアカデミー福島

14:00

12:00

１－５

１－０

０－３

４－１

Ａ

Ａ

HOME
ＡＷＡＹ

13:00

14:00

11:00

13:00

未定

14:00

15:00

Ａ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ａ

Ｈ

未定

4月10日

開催日

Ｈ

Ａ

Ｈ

Ａ

Ａ

Ａ

Ｈ

６月１９日(日)

６月４日(土)

５月２９日(日)

５月１５日(日)

４月２９日(金・祝)

4月24日

第２節

第１節

節

９月２５日(日）

９月１８日（日）

９月１１日(日）

９月３日(土）

未定

７月２日(土)

６月２５日(土)

第８節

第７節

第６節

第５節

第４節

第３節

第１５節

第１４節

第１３節

第１２節

第１１節

清水第八プレアデス

ノルディーア北海道

AC長野パルセイロレディース

日本体育大学女子サッカー部

ＪＦＡアカデミー福島

得点数

２０１１　ＥＡＳＴリーグランキング  ※６／３現在（各チーム第1節、第2節未消化あり）

２０１１　ＥＡＳＴ　得点ランキング

チーム

ノルディーア北海道

日本体育大学女子サッカー部

順位

1 10

-15

3

3

3

4

4

7

Ｓ世田谷

ａｃ福島

日体ＦＣ

日体ＦＣ

常盤木高

常盤木高

5

5

5

選手

山本　摩也

川島　はるな

河合　奈世

久保田　麻友

仲田　歩夢

道上　彩花2

3

3

京川　舞 常盤木高

チーム

4

0

6

19

20

18

10

9

6

7

5

4

14

9

12

260

分

4

3

3

2

1

1

負

4

3

2

0

0 1

1

0

0

02

3

4

5

6

9

6

1

1

試合数

6

5

5

5

4

5

12

得 失

日本体育大学女子サッカー部

ノルディーア北海道

ＡＣ長野パルセイロレディース

スフィーダ世田谷ＦＣ

ＪＦＡアカデミー福島

常盤木学園高等学校

得失点差

第１０節

第９節

チーム 勝点

15

順位

1

勝

5

※試合日時、会場は変更になる可能性があります。 なでしこリーグホームページで御確認下さい。http://www.nadeshikoleague.jp/

公式戦では初対決、分岐点となる注目の一戦。
震災の影響により､若干変則レギュレーション

で進行しているチャレンジリーグEAST。各チー

ム第２クールに入ったが、スフィーダと日体ＦＣ

は第２節が延期となっている為､今シーズン初

対決となる｡また､これまでトレーニングマッチで

の対戦はあったものの公式戦で顔を合わせる

のは今回が初めてである。言わずと知れた女

子サッカー界の名門チーム日体ＦＣ。部活チー

ムである故、毎年卒業と入学で選手が入れ代

わり、チームづくりは困難を強いられる。しかし

矢野監督に育てられたチーム力は毎年疑いよ

うがない。今シーズンはこれまで思うような結果

が得られていないが、チームは徐々に調子を取

り戻している印象だ。更に東京電力マリーゼか

ら№32伊藤美菜子が加入し攻撃力は一段と増

しているだろう。

一方、前節常盤木に大敗したスフィーダだが､

ペース握った時間も多くあり悲観する内容では

なかった。しかしチャンスに決めきれない未熟さ

は明らかで､順位の割に得点数が尐ないのが

課題だ。元々失うものは無く、失点覚悟の超攻

撃型をベースとするチームなだけにシュート数

は増加しているが、昨年までの東京都リーグと

は違い決定率の向上が無ければ結果はついて

来ない。№15笹子正恵も調子を取り戻しつつあ

る為、より多くの決定機を作り出し、本来のスタ

イル復活を期待したい。その為には、現在故障

者多発のチーム事情からサイドバックを務めて

いる№18薄田春果を本来の中盤に戻す事が求

められる｡前節途中出場した№14田中麻里菜は

スタートからの出場が難しい為､どこにどの選手

を配置してくるか､難しい一戦を闘う上で川邊監

督の手腕が問われる。

今節勝った方が上位争いに加わる｡スフィーダ

は踏みとどまる為、日体ＦＣは巻き返しを図る為、

互いのプライドがぶつかり合う注目の一戦だ。

№１５ 笹子正恵選手インタビュー
長期離脱していましたが現在のコンディションは？

トレーニングも全メニュー消化出来ているので悪くないの

かな、とは思っています。でも長期離脱して周りとの連携

や体力面で課題が残っています。

復帰後の２試合ではスタメンでの起用ですがＣＬを

経験して率直な感想を聞かせて下さい。

復帰戦のＡＣ長野との試合は、あんなに緊張した事は無

い!!という位緊張しました(笑)全て格上のチームで厳しい

リーグですが､通用する部分もあるので成長していきたい

です｡経験不足も指摘されますが日々挑戦あるのみです｡

前節常盤木に敗戦しましたがチームの雰囲気は？

私達はそれで落ち込んでいいほど良いチームではありま

せんし力が足りないので練習するしかありません。日体戦に向けて皆切り

替えてるので良い雰囲気です。大事な試合に向けて頑張っています!!

サポーターへメッセージをお願いします。

ホームもアウェイも、暑い日も雤の日もいつも応援ありがとうございます!た

くさんの方々に応援して頂けて幸せです｡感謝の気持ちをピッチで表現して

伝えられるように頑張りますのでこれからも熱い応援お願いします!

1 鶴ヶ谷沙紀

２ 福原菜緒

６ 川嶋珠生

４ 岡田あやめ

20 山本摩也

19 黒川晃

７ 森仁美

15 笹子正恵

11 永田真耶

8 田中真理子 Ｓｙｓｔｅｍ：４－３－３

Ｃｏaｃｈ：川邊健一

ＭｅｍｂｅｒＬｉｓｔ：

ＧＫ 12川口真奈 21大崎愛海

ＤＦ 3石崎美有 5小島英里奈

13千葉恵美 14田中麻里菜

ＭＦ 10赤羽紗里

ＦＷ 16石橋みずき

ＤａｍａｇｅＬｉｓｔ：

9内山朋香 17長崎茜

14 山口実奈

13 富樫香織

18 工藤麻未

29 伊藤侑菜30 小栗麻緒

25 大野藍

27 高島瑠里子

32 伊藤美菜子

11 久保田麻友

38 青柳麻理鈴

Ｓｙｓｔｅｍ：４－４－２

Ｃｏaｃｈ：矢野晴之介

ＭｅｍｂｅｒＬｉｓｔ：

ＧＫ 1山本有紗

ＤＦ 35中山彩佳 2八下田瞳

ＭＦ 17北野梨絵 22藤澤真凛

ＦＷ 10佐藤美波 12河合奈世

20嶋田千秋

予想フォーメーション

予想フォーメーション

18 薄田春果

4 山名 真妃

№６ 川嶋珠生選手インタビュー
4年振りにスフィーダへの復帰となりました。予てから噂は

ありましたがカムバックは必然だったのですか？

必然と言えば必然ですが、全て恩師である川邊監督が導いて

くれたチャンスだと捉えています。古巣のスフィーダで再びプ

レーできる事に喜びと感謝、そして責任を日々感じています。

田中麻選手との黄金世代コンビ復活は全ての関係者が

望んていたそうですがご本人はどう感じていますか？

田中選手とは仲間？良き理解者？ライバル？です(笑)お互い

離れていた時間を意識しつつ自分が頑張る事で存在を認め

合ってきました。再び同じチームで恥ずかしさもありますが一

緒にピッチに立てる事を嬉しく思います。

チームの雰囲気を盛り上げる姿が印象的です。
ケータイで

試合速報を

チェック！！
いつも意識しています。仲間のモチベーションを引き出す事も大切な事で､チー

ムの為､最善を尽くしたいと考えた時に私が出来る事の一つだと考えています｡

サポーターへメッセージをお願いします。

今、チームは変わろうとしています。チームスタイルではなく個人の意識を変え

ていこうとしています。本当に勝ちたいのは誰なのか、勝つ為に何が出来るの

か。想いを全力で表現したいと思います。熱い声援で私達にパワーを下さい！


